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現在，十勝では乳牛飼養頭数が増加の傾向にあり， 1988年には 182，041頭(前年175，983頭)に達し

ている。しかしながら，その頭数の仲びに飼料畑面積が追いつかない状態にあることも事実であり，この

年の乳牛 l頭当りの飼料畑面積は対前年比で13%も減少している。そのため，自給飼料の不足分を購入飼

料に依存する農家が増加し，中には品質の不確実な組飼料を自給量以上に購入している農家も現れ始めて

いる。こうした背景の中で，今後の低コスト高位生産体系確立に向げての手がかりを得るため，十勝地域

で流通しているアノレファノレファ乾草について，使用実態と飼料価値の調査を行った。

材料及び方法

1. 使用実態調査

十勝管内の酪農家(経産牛 1頭当り年間乳量7，000kg以上)121戸を対象にアンケート調査を行い，そ

の中で，アノレフアノレファ乾草を購入している24戸について集計を行った。

2. 飼料価値の査定

アメリカから輸入された 1988年産(1番草開花始め，同開花盛期， 2番草開花期刈取り及び 1番草ダ

メージ品の計 4点)と 1989年産( 1番草開花始め，同開花期，同開花盛期刈取り及び l番草ダメージ品

の計 4点)のアルフアノレファ乾草サンプノレを農家から採取し， 1務粉砕機で粉砕した後，成分分析に供し

た。各成分分析は常法1)，2) によった。またこれとは別に， .1988年 2番草開花盛期刈取り乾草について

緬羊 4頭を用いた消化試験に供試し，栄養価を査定Lた。

結果

1. 使用実態調査

調査農家の 1戸当りアノレフアノレファ乾草購入金額は平均672，450円であり， 40~50万円台の農家が 9 戸

( 37.5 %)と最も多かった。一方， • 450万円を筆頭に 100万円以上購入している農家も 3戸みられた。な
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お， 1988年は約50円/kg，1989年は約60円/kgで流通してい

た模様である。

アノレフアノレファ乾草の使用理由を表 1に示した。使用理由とし

ては， I高泌乳牛には必要不可欠(36.1 % ) J， I自給粗飼料の

品質が悪い(22.2 % ) Jといった流通アノレファノレファ乾草の品質

を高く評価している農家が多くを占めた。次いで「粗飼料が足り

ない(25.0 % ) J ，という自給粗飼料の量的不足分を補うことに

重点を置いた回答がみられた。自給粗飼料の不足の原因は収量の

低さに起因するのか，給与時のロスによるものかは特定できない

が，収量が低いのであれば収穫時期や肥培管理の再検討，収穫時

の機械ロスの防止，古い草地の更新といった対策が必要である。

次に利用形態をみると(表 2) ，アノレファ jレファ乾草の品質を

重視している農家が多いにもかかわらず， I高泌乳牛のみ」とこ

たえた農家は全体の33%であり，それ以外の牛に給与している農

家が67，，/0と多くを占めた。自給飼料の品質が劣る場合，高泌乳牛に栄養価の高い購入飼料を給与すること
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表 2. アノレファノレファ乾草

の利用形態(重複あり)

j窄乳牛すべて

高泌乳牛のみ

育成牛
乾乳牛

戸数割合%
14 51.9 
9 33.3 
3 11.1 
1 3.7 

27 100.0 

は必要である。しかし，必ずしも必要としない牛にまで一様に給与する実態は，低コスト酪農を目指す上

から再考を要する。

アノレファノレファ乾草を使用した感想は， I牛が健康になったJ， I脂肪率， S N Fが改善された」とい

う牛の生理面での効果を認めている農家が多かったが， I効果なし」或は「逆効果」と答えた農家も約 2

割いた。また，今後使用するかどうかを調査したところ， I自給飼料の品質が悪いときだけ」を含め，約

8割強が「今後も使用したい」と回答した。

2. 飼料価値の査定

1988年及び 1989年産アルフアルファ乾草の各成分含量を表 3に示した。アルファノレヲァは葉部に良

質な蛋白質を多く含有するため，本調査においても高蛋白粗飼料として位置づけている農家が多く見受け

られた。しかしながら，今回分析に供したサンフ。ノレは， 1988年 1番草開花始めと 2番草開花期， 1989 

年 l番草開花始め以外のサンフ。jレは20%に満たない低い組蛋白質含量であり，利用目的に合致しないもの

が多かった。また， ADF含有率は全てのサ

ンプルで高く，特に 1989年 l番草開花期以

後は38~ら以上を含有する高繊維質飼料であっ

た。これらを USDA評価基準3)により格付

けしたところ， 1988年産のアノレフアノレファ

乾草は 2番草開花期のものだけが必 1であり，

その他は必2以下の低品質なものであった。

また， 1989年産は全て必 2以下であり，特

に今回のサンプノレに限れば， 1番草開花期以

降の乾草は必 3の劣質なものに格付けされた。

表 3. アノレフアノレファ乾草の成分組成
(乾物中含有率"/0)

刈取時期¥成分 乾物 有徳物 組蛋白質 A D F ，N D F 等級本

1988年度

1番草開花花始め 92.0 91.6 21.3 31.7 39.4 No.2 

関盛期 92.0 90.7 17.2 34.4 4lj.1 No.2 

ダメージ 90.2 90.8 14.9 27.8 43.3 No.3 

2番箪開花期 91.3 90.2 23.6 28.9 36.2 No.l 
ーーーーーーーーー胆ーー--司，ーーーーーーーーー・・『司司ーF ・』ー圃ー ーーーーーーーーーーーー・._---・唱・・・・・開ーーーーーーー-ーF ーーーーーーーーーーーーー

198番9年草産
1 開花花始め 91.1 90.3 20.4 29.9 36.3 No.2 

間期 93.0 日1.4 16.5 38. '1 46.9 No.3 

開花盛期 94.2 90.5 15.4 43.0 51.0 No.3 

ダメージ 92.1 90.1 14.1 39.4 48.3 No.3 

*等級は USDA等級別成分組成基準によった。

-116 -



北海道草地研究会報 24:115 -117 (1990) 

表 4. 輸入アノレフアルファ乾草の成分組成

と栄養価 (1988年産)

表4に消化試験結果と飼料成分含量を示

した。粗蛋白質含量が18.1%， A D F含量

が39.1%， N D F含量が52.4CJらであった。 乾物 有機物 組蛋白質組』旨肪 ADF NDF TDN 

また， T DNは56.7%であり，飼料成分か

ら付けられる等級は必2であった。

飼料成分 96.8 92.6 18.1 
消化率 60.8 60.5 67.9 
可消化養分 58.8 56.0 12.3 

注1)数字は乾物中%。

2.0 39.1 52.4 
26.9 53.5 54.6 
0.6 20.日 28.6 56.7 

以上から，十勝地域で流通しているアノレ

フアルファ乾草には若干，劣質なものが含 注 2) 2番草開花盛期刈取り，葉部割合は41.5%。

まれていることが示唆された。そのため，

今後の購入に際しては必ず成分分析を行い，品質の確実な乾草を選択していくことが必要となろう。

現在は，やや下がったとはいえ国際的に円高傾向にあるため，流通組飼料を利用するメリットはまだあ

るものと考えられる。しかしながら，円の価値が低くなり，流通組飼料の価格が上昇した時いかに対応す

るのか，また需要量増大に伴う供給量不足で劣質なものが増加した場合，高泌乳牛の必要養分量をどう確

保していくのか，といった問題が残されている。従って，恒常的に流通粗飼料に依存するのは長期的観点

から問題である。十勝地域における 8万μ余の飼料畑を有効利用することに目を向け，良質粗飼料を大量

に，安定的に調製する技術の普及が尚一層重要になるとともに，農家でも「良い草が取れなかったら買うJ

という考えから， r良い草を毎年確実に取る」という，積極的方向への意識変化が必要となろう。
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